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来
年
4
月
前
後
に
は
、

「
働
き
方
」
を
大
転
換
さ
せ

る
、
8
つ
の
法
律
を
一
括
り

に
し
た
「
働
き
方
改
革
一
括

法
案
」
審
議
の
勝
負
ど
こ
ろ

と
な
る
。

「
労
働
法
制
改
悪
」
が
私

達
の
行
く
手
を
遮
っ
て
い
る

中
、
18
け
ん
り
春
闘
は
じ
め

多
く
の
闘
う
仲
間
た
ち
と
連

携
し
、
法
案
に
反
対
し
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
求
め
よ
う
。

大
掛
か
り
で
壮
大
な
全
国

的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
追
求

し
よ
う
。

格
差
拡
大
に
反
対
し
、

「
安
倍
働
き
方
改
革
一
括
法

案
」
を
廃
案
に
す
る
よ
う
な

18
春
闘
で
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
追
求
し
よ
う
！

生
活
で
き
る
賃
金
求
め
、
18
春
闘
の
勝
利
か
ち
と
ろ
う

「
働
き
方
改
革
一
括
法
案
」
を
廃
案
へ
！

全
国
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
よ
う
！
！

大
企
業
の
抱
え
る
現
金
と

預
金
が
急
増
し
て
い
る
。
２

０
１
６
年
度
末
に
は
２
１
１

兆
円
と
過
去
最
高
に
膨
れ
上

が
っ
て
い
る
。
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
（
11
年
度
末
）
」
前
と

比
べ
、
3
割
（
48
兆
円
）
増

え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
賃

18
春
闘
で
「
格
差
拡
大
」
を
許
さ
ず
、
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
！

金
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
企
業

に
ば
か
り
空
前
の
利
益
が
転

が
り
込
ん
で
い
る
。
大
企
業

で
す
ら
そ
の
労
働
分
配
率
は
、

こ
の
5
年
間
で
43
％
に
ま
で

下
が
り
、
１
９
７
１
年
度
以

来
46
年
ぶ
り
の
低
水
準
だ
。

こ
う
し
た
中
で
、
中
小
零

労
契
法
18
条
・
19
条
「
無
期
転
換
５
年
ル
ー
ル
」
を
守
ら
せ
よ
う
！

非
正
規
雇
用
が
ど
ん
ど
ん

拡
大
し
、
４
割
近
く
と
な
り
、

２
０
１
６
万
人
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
内
、
有
期
雇
用

の
契
約
で
働
く
常
用
労
働
者

が
１
０
０
１
万
人
、
臨
時
雇

用
・
日
々
雇
用
労
働
者
を
合

わ
せ
る
と
４
０
７
万
人
。
つ

ま
り
、
非
正
規
労
働
者
の
約

７
割
が
有
期
契
約
労
働
者
だ
。

私
達
は
、
労
契
法
18
条
の

も
と
で
、
労
働
組
合
の
力
で
、

無
期
転
換
を
阻
む
解
雇
・
雇

い
止
め
を
許
さ
ず
、
非
正
規

有
期
雇
用
労
働
者
の
生
活
向

上
、
権
利
を
拡
大
し
よ
う
。

来
年
4
月
に
労
働
契
約
法
18

条
に
よ
っ
て
、
5
年
以
上
働

細
企
業
労
働
者
は
、
貧
困
と

「
格
差
拡
大
」
に
苦
し
ん
で

い
る
。
18
春
闘
で
は
、
定
昇

分
２
％
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
分

３
％
、
大
企
業
と
の
賃
金
格

差
分
の
２
～
３
％
、
最
低
で

も
７
％
以
上
の
賃
上
げ
を
勝

ち
取
ろ
う
。

い
た
有
期
労
働
者
に
無
期
転

換
権
が
発
生
す
る
。
い
わ
ゆ

る
「
無
期
転
換
5
年
ル
ー
ル
」

が
目
前
だ
。
そ
の
た
め
、
①

全
国
一
般
の
組
織
の
あ
る
と

こ
ろ
や
関
連
す
る
組
合
で
は
、

必
ず
使
用
者
・
会
社
に
、
そ

の
「
無
期
転
換
権
」
を
労
働

者
に
説
明
し
、
申
出
を
促
す

スケジュール

◆ 12/７（木） 18;30～

「8時間働けば誰でも暮らせる社会を!」

集会・デモ ＠日比谷野音

◆1/12(金) 18:30～ ＠新橋・交通会館

全労協・旗開き

◆1/27(土) 13:00～ ＠京都市

全国協・第23回各県代表者会議

よ
う
に
、
要
求
す
る
こ
と
を

行
お
う
。
そ
の
上
で
、
②
該

当
す
る
仲
間
に
は
申
し
出
で

を
実
行
す
る
よ
う
に
働
き
か

け
、
③
あ
わ
せ
て
そ
の
人
た

ち
の
無
期
転
換
が
実
現
し
た

と
き
の
条
件
を
、
正
社
員
並

み
に
引
き
上
げ
均
等
待
遇
を

要
求
し
実
現
し
よ
う
。
そ
し

11/27 18けんり春闘発足総会・学習集会

18
春
闘
は
、
労
働
者
の
未
来
・
行
く
末
を
左
右
す
る
正
念
場
の
闘
い
と
な
る
。

て
労
働
組
合
を
作
り
、
組
織

拡
大
に
繋
げ
、
社
会
的
な
影

響
力
を
強
め
、
労
働
組
合
の

責
任
を
果
た
し
て
行
こ
う
！
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10
月
28
日
夜
、
最
賃
大
幅

引
き
上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委

員
会
主
催
の
２
０
１
７
東
京

集
会
『
格
差
を
な
く
せ
！
最

賃
を
ド
カ
ン
と
引
き
上
げ
よ

う
！
』
が
、
三
田
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
雨
の

中
約
30
人
が
集
ま
っ
た
。

集
会
は
、
最
賃
を
一
気
に

引
き
上
げ
た
韓
国
か
ら
学
ぼ

う
と
、
ア
ン
ジ
ュ
ヨ
ン
・
常

葉
大
学
准
教
授
か
ら
、
講
演

『
韓
国
の
最
低
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
実
現
の
運
動
的
背

景
』
を
受
け
た
。

韓
国
で
は
来
年
1
月
か
ら

全
国
一
律
で
上
昇
率
16
％
の

７
５
３
０
ウ
ォ
ン
（
約
７
５

０
円
）
と
な
る
。
日
本
の
上

昇
率
３
％
、
地
方
最
賃
17
県

を
上
回
る
額
だ
。
こ
の
背
景

に
は
、
１
９
８
７
年
の
韓
国

民
主
化
運
動
で
最
賃
制
度
が

導
入
さ
れ
て
い
ら
い
、
上
昇

率
が
、
保
守
政
権
で
平
均
年

６
％
、
進
歩
派
政
権
で
同
10

～
12
％
の
違
い
が
あ
る
。
パ

ク
ク
ネ
退
陣
を
実
現
し
た
キ
ャ

義
な
交
流
討
論
を
実
現
し
た
。

今
年
は
、
参
加
組
織
の
拡

大
を
目
指
し
準
備
を
重
ね
福

岡
開
催
と
な
っ
た
。
交
流
会

は
70
名
を
超
え
る
参
加
を
得

て
、
外
国
人
労
働
者
の
組
織

化
の
現
状
と
諸
問
題
、
労
働

法
改
悪
反
対
に
取
り
組
む
労

働
組
合
の
課
題
に
つ
い
て
、

特
別
報
告
を
受
け
て
分
散
会

討
論
で
活
発
な
討
論
を
実
現

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
活
動
地

大
幅
引
き
上
げ
を
か
ち
と
っ

て
い
こ
う
！

竹
中
佐
野
工
場
労
組
と
し

て
、
全
国
協
加
盟
後
初
め
て

の
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
定
期
大
会
に

参
加
を
し
て
思
っ
た
こ
と
は
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
組
合

が
参
加
し
て
、
と
て
も
大
き

な
組
織
で
驚
き
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
労
組

代
表
の
方
々
の
お
話
し
を
聞

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

取
り
組
み
活
動
を
し
て
き
て

い
る
事
が
わ
か
り
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
協
の
皆
さ
ん
の
仲
間

の
一
員
に
な
れ
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
１
７
年
10
月
8
日
～

9
日
、
福
岡
市
に
お
い
て
ユ

ニ
オ
ン
合
同
労
組
連
絡
会
第

2
回
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
連
絡
会
は
、
労
働

組
合
の
社
会
的
影
響
力
低
下

を
克
服
す
る
た
め
に
地
域
に

根
ざ
す
個
人
加
盟
・
合
同
労

組
の
運
動
の
発
展
が
共
通
の

課
題
で
あ
る
と
し
て
、
15
年

11
月
に
結
成
さ
れ
た
。
昨
年

は
広
島
で
開
催
、
職
場
・
地

域
で
の
経
験
を
交
流
、
有
意

ン
ド
ル
闘
争
か
ら
、
今
回

の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て

は
全
て
の
候
補
が
最
賃
一

万
ウ
ォ
ン
（
約
千
円
）
を

公
約
に
掲
げ
る
ほ
ど
の
社

会
的
合
意
が
あ
っ
た
。
そ

の
教
訓
は
、
①
労
組
と
し

て
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
戦
略

と
提
携
戦
略
、
②
社
会
課

題
と
し
て
の
争
点
化
、
③

社
会
ム
ー
ド
の
形
成
、
④

共
闘
や
提
携
の
在
り
方
、

の
重
要
性
と
し
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
日
本
で
も
、
最
賃

域
が
重
な
る
外
国
人
労
働
者
組

織
化
に
つ
い
て
協
力
関
係
の
構

築
・
共
同
事
業
の
追
求
、
ま
た

労
働
法
改
悪
問
題
に
つ
い
て
安

倍
政
権
の
暴
走
に
対
決
す
る
全

た
が
、
も
う

一
方
で
中
小
労

働
運
動
に
こ
だ
わ
っ
て
、
ず
っ

と
活
動
し
て
き
た
つ
も
り
で

あ
る
私
自
身
（
全
統
一
労
働

組
合
）
に
と
っ
て
刺
激
的
な

集
い
で
あ
っ
た
。

交
流
会
で

持
ち
寄
ら
れ
た
、
討
議
さ
れ

た
課
題
は
様
々
だ
。
職
場
の

課
題
、
賃
金
未
払
い
や
解
雇

労
災

に
止
ま
ら
ず
、
労
働
相

談
で
出
会
う
倒
産
、
外
国
籍

労
働
者
、
い
ろ
い
ろ
な
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
人
権
侵
害

な
ど
。

２
日
間
の
全
て
を
通
じ
て
、

現
場
で
奮
闘
す
る
中
小
労
働

運
動
の
仲
間
と
の
心
地
よ
い

空
間
、
時
間
で
あ
っ
た
。

今
回
で
２
回
目
と
の
こ
と
。

こ
れ
か
ら
の
継
続
的
な
開
催

に
期
待
し
た
い
。
「
違
い
」

を
尊
重
し
つ
つ
で
あ
ろ
う
か

と
思
う
が
、
輪
を
広
げ
な
が

ら
中
小
労
働
運
動
の
発
展
に

向
け
た
次
の
交
流
へ
参
加
し

て
い
き
た
い
。

『
格
差
を
な
く
せ
！
最
賃
を
ド
カ
ン
と
引
き
上
げ
よ
う
！
』

大
幅
最
賃
引
き
上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
の
提
起

が
あ
り
、
18
春
闘
へ
向
け
て

と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
実
現

に
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ

た
。

久
し
ぶ
り
に
実
感
を
感
じ

た
。
中
小
労
働
者
の
交
流
、

う
ね
り
の
中
に
居
る
こ
と
を
。

移
住
労
働
者
（
外
国
籍
労

働
者
）
、
外
国
人
技
能

実
習

制
度
の
問
題
を
、
中
小
労
組

政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て

提
起
す
る
と
い
う
参
加
だ
っ

全
国
交
流
集
会
に
参
加
し
て
…

「
中
小
労
働
運
動
の
発
展
に
む
け
期
待
し
た
い
！
」

中
小
政
策
ネ
ッ
ト
・
鳥
井
一
平

第
2
回
ユ
ニ
オ
ン
合
同
労
組
連
絡
会
・
全
国
交
流
集
会
、

70
名
を
越
え
る
参
加
者
で
活
発
な
討
論
お
こ
な
う

全
国
協
第
27
回
定
期
大
会
に
参
加
し
て

竹
中
労
組
委
員
長
・
川
島
一
夫

10/8～9
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ま
た
、
ゼ
ネ
ラ
ル
ユ
ニ
オ

ン
や
東
京
南
部
等
と
、
全
国

協
の
連
名
で
、
厚
労
省
・
文

科
省
へ
緊
急
要
求
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
10
月
23
日
に
参

議
院
議
員
会
館
で
交
渉
が
も

た
れ
、
脱
法
企
業
へ
の
厳
し

い
規
制
を
迫
り
ま
し
た
。

政
府
側
は
当
初
「
民
事
で

労
基
法
の
よ
う
な
権
限
が
な

い
」
な
ど
と
及
び
腰
で
し
た

が
、
交
渉
の
結
果
「
脱
法
は

違
法
で
あ
り
、
各
労
働
局
と

共
に
、
厳
し
く
行
政
指
導
す

る
」
と
の
確
約
を
得
ま
し
た
。

は
、
雇
用
５
年
上
限
や
、
６

か
月
の
ク
ー
リ
ン
グ
（
一
時

解
雇
）
を
、
突
然
設
定
し
て

き
て
い
ま
す
。

労
契
法
18
条
で
、
本
人
に

よ
る
４
月
か
ら
の
無
期
希
望

を
拒
否
で
き
な
い
た
め
、
前

夜
の
一
斉
雇
い
止
め
を
強
行

せ
ん
と
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
「
合
理
的
理
由
の
な

い
、
更
新
拒
否
は
違
法
」
と

の
19
条
に
も
違
反
し
ま
す
。

全
国
協
で
は
、
各
社
へ
の

統
一
通
告
書
を
作
成
し
、
各

労
組
の
取
り
組
み
を
指
示
し

て
い
ま
す
。

「
労
働
契
約
法
」
無
期
転
換
権
で
、

厚
労
・
文
科
省
へ
行
政
指
導
を
申
入
れ

東
京
東
部
労
組
第
44
回
定
期
大
会
が
成
功
！

も
っ
と
労
働
者
の
中
へ
入
ろ
う
！

11
月
12
日
、
東
京
東
部
労

組
が
第
44
回
定
期
大
会
を
東

京
・
葛
飾
で
開
催
し
、
組
織

化
に
向
け
て
本
部
・
支
部
一

体
で
「
も
っ
と
労
働
者
の
中

へ
入
ろ
う
」
と
い
う
新
方
針

の
提
起
を
全
員
で
確
認
し
ま

し
た
。

大
会
に
は
代
議
員
56
人
、

傍
聴
者
9
人
、
本
部
役
員
21

人
の
計
86
人
の
組
合
員
が
集

ま
り
、
来
賓
と
し
て
全
国
一

般
全
国
協
の
平
賀
委
員
長
ら

5
人
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
菅
野
委
員
長
が

「
と
も
す
れ
ば
闘
う
こ
と
を

あ
き
ら
め
て
い
る
労
働
者
に

職
場
で
闘
う
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
を
広
げ
て
い
こ
う
。
資

本
家
権
力
の
利
益
の
た
め
の

労
働
法
制
改
悪
や
憲
法
改
悪

に
反
対
し
、
韓
国
の
労
働
者

が
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
で

権
力
者
を
追
い
落
と
し
た
よ

う
に
私
た
ち
も
闘
お
う
」
と

あ
い
さ
つ
。

い
ず
れ
の
議
案
も
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
年

間
ス
ト
ラ
イ
キ
権
も
圧
倒
的

多
数
で
確
立
。
新
た
に
立
候

補
し
た
5
人
を
含
む
新
執
行

部
全
員
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
3
月
に
迫
っ

た
労
契
法
の
無
期
義
務
を
逃

れ
ん
と
し
て
、
悪
質
な
企
業

全
国
協
第
27
回
定
期
大
会
に
参
加
し
て

共
生
ユ
ニ
オ
ン
い
わ
て
執
行
委
員
長

岩
見
千
丈

定
期
大
会
は
、
か
な
り
刺

激
的
な
場
だ
っ
た
。
参
加
者

か
ら
の
熱
い
発
言
を
耳
に
し

て
、
安
倍
内
閣
が
進
め
る
戦

前
回
帰
の
国
家
体
制
に
対
抗

で
き
る
力
は
や
は
り
労
働
運

動
だ
と
実
感
し
た
。

「
時
間
内
労
働
だ
け
で
ゆ

と
り
の
あ
る
生
活
が
で
き
る

職
場
」
「
格
差
の
改
善
を
求

め
て
、
最
賃
の
底
上
げ
」

11
月
11
日
、
「
い
い
介
護

の
日
？
そ
り
ゃ
あ
ゴ
カ
イ
！
」

現
場
か
ら
叫
ぶ
行
動
が
取
り

組
ま
れ
た
。
13
時
か
ら
、
扇

町
公
園
に
お
い
て
ミ
ニ
集
会

を
90
名
で
お
こ
な
っ
た
。
介

護
労
働
者
も
介
護
事
業
者
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
現

状
の
困
窮
を
訴
え
、
国
の
介

護
切
り
捨
て
政
策
に
対
す
る

批
判
と
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
。

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
や
、
労
組
な
ど
た
く
さ
ん

の
連
帯
の
挨
拶
が
あ
り
、
さ

ら
に
遠
く
富
山
の
団
体
か
ら

も
連
帯
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

労
働
者
と
使
用
者
が
、
立
場

の
違
い
を
超
え
て
、
手
を
結

ぶ
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

デ
モ
は
、
車
椅
子
や
子
連

れ
で
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

思
い
思
い
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
、
「
生
活
で
き
る
給
料

を
！
」
「
介
護
の
切
り
捨
て

や
辞
め
て
！
」
「
福
祉
の
た

め
に
税
金
つ
か
え
！
」
「
武

器
よ
り
介
護
・
武
器
よ
り
福

祉
！
」
と
訴
え
た
。

「
労
契
法
18
・
20
条
を
利
用

し
た
労
働
環
境
改
善
の
働
き

か
け
」
な
ど
、
日
本
の
労
働

者
に
喫
緊
の
課
題
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

交
流
会
の
場
で
仲
間
か
ら
、

「
岩
手
で
の
最
賃
は
国
内
で

最
低
ラ
ン
ク
。
韓
国
の
２
０

１
８
年
の
最
賃
は
時
給
約
７

５
０
円
に
な
る
」
「
韓
国
並

み
の
最
賃
を
求
め
て
県
に
働

き
か
け
る
べ
き
」
と
激
励
の

言
葉
。
欧
州
な
ど
で
は
最
低

賃
金
が
時
給
１
５
０
０
円
は

当
た
り
前
だ
と
知
っ
た
。

大
会
宣
言
の
「
労
働
者
同

士
が
殺
し
あ
う
戦
争
に
は
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
反
対
」

も
心
に
響
い
た
。

介
護
の
切
り
す
て
ア
カ
ン
！

17
年
秋
の

連
続
行
動

介
護
・
福
祉
そ
う
が
か
り
行
動

東
大
・
東
北
大
・
ト
ヨ
タ

な
ど
の
脱
法
も
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
椙
山
学
園
・
樟

蔭
学
園
の
ケ
ー
ス
で
も
、
ゼ

ネ
ラ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
申
立
に

よ
り
、
愛
知
と
大
阪
の
労
働

局
が
指
導
を
開
始
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
４
月
以
降
、
各
労

組
と
組
合
員
に
よ
る
一
斉
無

期
申
し
入
れ
活
動
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
り
、
そ
の
際
、
労
働

条
件
の
向
上
や
、
正
社
員
化

の
要
求
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

２
０
１
８
年
問
題
＝
無
期
義
務
逃
れ
・
脱
法
行
為
の
禁
止
求
め
、
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こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
き

た
エ
イ
ボ
ン
岩
澤
裁
判
は
東

京
高
裁
に
お
い
て
和
解
に
よ

り
解
決
し
ま
し
た
。
岩
澤
さ

ん
は
、
再
雇
用
に
よ
り
復
職

し
、
２
０
１
８
年
１
月
１
日

よ
り
、
エ
イ
ボ
ン
の
１
０
０

％
子
会
社
で
あ
る
株
式
会
社

リ
ブ
ア
ン
ド
ラ
イ
フ
に
勤
務

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
皆
さ
ん
と
と
も
に

こ
の
和
解
を
喜
び
た
い
と
考

え
ま
す
。

２
０
１
７
年
３
月
28
日
、

東
京
地
裁
民
事
１
１
部
は
、

エ
イ
ボ
ン
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱

に
よ
る
２
０
１
４
年
１
月
オ

ア
ス
解
散
時
の
解
雇
は
無
効

と
す
る
画
期
的
判
決
を
行
い

ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
会
社
分
割
を

行
う
と
き
は
、
分
割
さ
れ
た

子
会
社
に
行
く
の
か
、
親
会

私
た
ち
は
、
ブ
レ
ス
ト
シ
ー

ブ
の
髙
橋
和
浩
さ
ん
に
対
す

る
排
除
・
隔
離
・
監
視
・
暴

行
事
件
捏
造
を
許
せ
な
い
、

髙
橋
さ
ん
と
共
に
闘
お
う
」

と
訴
え
て
約
２
年
、
本
社
抗

議
・
地
域
情
宣
・
裁
判
を
闘
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
10
月
２
日
、

仙
台
地
方
裁
判
所
古
川
支
部

で
の
第
17
回
裁
判
に
お
い
て
、

原
告
髙
橋
さ
ん
自
身
十
分
納

得
で
き
る
内
容
の
和
解
を
か

ち
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
ブ
レ
ス
ト
シ
ー

ブ
に
争
議
責
任
を
と
ら
せ
、

争
議
を
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
総
括
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仙
台
地
方
検
察
庁

古
川
支
部
が
千
葉
副
工
場
長

の
「
暴
行
傷
害
被
害
届
」
に

対
し
て
、
「
証
拠
が
な
い
」

と
し
て
不
起
訴
処
分
を
下
し

て
い
ま
す
。

今
日
の
労
働
問
題
は
、
な

り
ふ
り
か
ま
わ
な
い
人
権
無

視
の
労
務
政
策
に
あ
る
と
言

え
ま
す
。
今
回
の
争
議
の
経

験
と
勝
利
解
決
を
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
侵
害
と
の
闘
い
に
生

か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
た
い

へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

り
交
流
の
計
画
は
、
チ
ケ
ッ

ト
購
入
を
間
違
っ
て
高
く
つ

き
ま
し
た
が
、
ま
た
し
て
も

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
交
流
は
ユ
ニ
オ
ン
み

え
の
執
行
部
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
た
の
で
す
が
、
日
曜

日
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
こ

の
前
日
組
織
丸
ご
と
ユ
ニ
オ

ン
み
え
に
入
っ
て
き
た
三
重

交
通
タ
ク
シ
ー
の
ス
ト
ラ
イ

キ
を
指
導
し
た
ば
か
り
な
の

に
…
…
感
謝
し
て
い
ま
す
。

相
互
に
励
ま
し
合
っ
て
、

焼
津
地
域
労
働
組
合
は
40
人

を
越
え
ま
し
た
。
こ
の
報
告

を
持
っ
て
週
末
11
月
12
日
、

前
述
の
高
畑
先
生
の
サ
ポ
ー

ト
も
あ
っ
て
、
三
重
か
ら
3

人
が
焼
津
ま
で
来
て
く
れ
た

の
で
す
（
ご
祝
儀
ま
で
も
ら
っ

ち
ゃ
い
ま
し
た
）
。
派
遣
身

分
で
働
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
同

士
、
文
字
通
り｢

あ
っ｣

と
い

う
間
に
打
ち
解
け
た
か
と
思

う
と
、
労
働
組
合
の
交
流
も

「
待
ち
か
ね
て
い
た
」
よ
う

に
参
加
し
ま
す
。
今
年
の
コ

ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
ユ
ニ
オ
ン

東
海
四
県
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
で

も
（
静
岡
が
当
番
県
だ
っ
た

私
た
ち
焼
津
地
域
労
働
組

合
の
立
ち
上
げ
直
後
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
県
立
大

学
の
高
畑
先
生
か
ら
の
紹
介

で
、
昨
年
ユ
ニ
オ
ン
み
え
・

シ
ャ
ー
プ
ピ
ノ
テ
ィ
⒝
争
議

勝
利
解
決
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お

邪
魔
し
た
の
が
焼
津
と
松
坂

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
労
組
の
出

会
い
で
す
。

●
「
労
働
組
合
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド

今
年
2
月
の
私
た
ち
の
組

合
結
成
1
年
目
の
大
会
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
労
組
相
互
交
流
で
元

気
い
っ
ぱ
い
！

焼
津
地
域
労
働
組
合

た
め
静
岡
で
開
催
）
、
久
し

ぶ
り
に
あ
っ
た
同
郷
人
の
話

は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
日
本
人
も

心
強
く
サ
ポ
ー
ト

今
年
の
9
月
に
は｢

青
春
18

き
っ
ぷ｣

を
活
用
し
て
の
日
帰

ユ
ニ
オ
ン
み
え
の
結
成
60
周

年
行
事
に
10
人
ほ
ど
で
参
加

し
ま
す
。

11
月
24
日
、
介
護
総
が
が

り
行
動
と
し
て
厚
労
省
交
渉

を
お
こ
な
っ
た
。
福
島
・
関

西
・
首
都
圏
な
ど
全
国
の
介

護
職
員
、
関
係
者
、
労
働
組

合
、
23
名
が
参
加
し
た
。

交
渉
で
は
、
国
が
軽
度
の

要
支
援
者
を
介
護
保
険
か
ら

切
り
離
す
「
総
合
事
業
」
を

批
判
し
た
。
国
が
モ
デ
ル
と

し
て
い
る
大
阪
府
大
東
市
で

は
、
要
支
援
者
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
使
え
な
く
な
っ
て
重

度
化
す
る
実
例
や
、
介
護
か

ら
の
「
卒
業
」
を
強
要
す
る

権
利
侵
害
の
実
態
を
訴
え
た
。

社
に
残
る
の
か
と
い
う
希
望

の
聴
取
も
含
め
た
事
前
協
議

（
「
五
条
協
議
」
平
成
12
年

商
法
等
改
正
法
第
５
条
）
を

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

判
決
は
、
エ
イ
ボ
ン
社
が

五
条
協
議
を
ま
と
も
に
行
っ

て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

会
社
分
割
に
よ
る
労
働
契
約

承
継
の
効
力
を
争
う
こ
と
が

出
来
る
と
し
て
、
岩
澤
氏
の

エ
イ
ボ
ン
の
社
員
と
し
て
の

地
位
を
確
認
し
ま
し
た
。

介
護
総
が
か
り
行
動
で
、
厚
労
省
交
渉

「
介
護
保
険
改
悪
反
対
」
等
を
求
め
る
署
名
を
提
出

会
社
分
割
に
よ
る
事
前
協
議
と
労
働
契
約
承
継
を
認
め
る

エ
イ
ボ
ン
解
雇
裁
判
（
東
京
高
裁
）
で
勝
利
和
解
！

全
国
一
般
神
奈
川

ブ
レ
ス
ト
シ
ー
ブ
争
議
が
勝
利
解
決
！

物
心
両
面
の
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

宮
城
合
同
労
組

フィリピン人ＮＧＯの立ち上げ準備
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